
2010年度 夏学期 全学ゼミナール「じっくり学ぶ数学 I」
土曜日も開講のお知らせ

今年度もゼミナールに参加を希望される方の数が, 私が当初予想していた数をは
るかに上回ってしまい, 毎週一回ひとつの教室でゼミナールを行なうことは困難な
状況になることが予想されますので, 緊急避難的な措置として, 全く同じ内容のゼ
ミナールを金曜日と土曜日の週二日行なうことにしようと思います. それぞれの
曜日のゼミナールの時間と講義室は, 一応, 次のとおりです.

• 金曜日
時間 : 16:20-18:20, (講義の終了後, 希望者のみ質問や演

習 )

講義室 : 数理科学研究科棟 117号室 (確定 )

• 土曜日
時間 : 13:30-15:30, (講義の終了後, 希望者のみ質問や演

習 )

講義室 : 主に, 数理科学研究科棟 056号室
(ただし, 週によって, 変更の可能性あり )

金曜日の講義室については, 117号室ということで確定しているのですが, 土曜
日の講義室については, 大講義室で行なわれる研究集会や数理科学研究科の他のス
タッフが主催するセミナーなどとの関係で, 056号室が使えないということがしば
しば起こると思います. そこで, 土曜日のゼミナールに関しては, 毎回, ゼミナー
ル開始の少なくとも 15分前くらいには, ゼミナールを行なう部屋を書いた紙を数
理科学研究科の「横の入り口」1の扉に貼っておきたいと思いますので, 皆さんは
それを見てゼミナールを行なう部屋まで来て下さい.

なお, 今回の措置は, ゼミナールへ参加される方に二つのグループに分かれてい
ただくことで, 例えば, 毎回, ギュウギュウ詰めの状態でゼミナールに参加しなけ
ればならないといった「悲惨な状態」を少しでも緩和できればと考えてのことで
すので, なるべく, 金曜日と土曜日に上手く分かれていただけるように, 皆さんに
もご協力していただけると助かります.

それから, 基本的に金曜日と土曜日には全く同じ内容をお話する予定ですので,

一度, 土曜日の方に出席したら, その後ずっと土曜日に出席しなければいけないと
いうわけではありません. 土曜日にサークル活動をされている方は, なかなか土曜
日に参加されることは難しいと思いますが, 例えば, 土曜日のサークル活動が中止

1数理科学研究科の建物には立派な「正面入り口」があるのですが, 場所が悪いために, 普段は
建物の駒場東大前駅に近い側にある小さな「横の入り口」がよく使われています. 当日も, 立派な
「正面入り口前」ではなく, 駒場東大前駅に近い側にある小さな「横の入り口」に貼り紙をしてお
こうと思います.
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になった週などがあれば, その週だけ, 金曜日ではなく, 土曜日に参加されるという
ことでも構いません. 皆さんの都合に合わせて,「今週は土曜日の方に参加しても
良いかな」と思われる週があれば, その週だけ土曜日の方に参加していただければ
よいかと思いますし, 逆に, 毎回, 土曜日に参加されていた方が, ある週だけ土曜日
に予定が入ってしまったということであれば, その週だけ金曜日に参加していただ
ければよいかと思います. その意味で, どちらの曜日に参加されるかは, 毎週, 皆
さん自身で決めていただければよいと思います.

今年度も土曜日の参加者の数が金曜日の参加者の数を上回るということはない
と思いますので, もし, 土曜日に都合がつく週がありましたら, その週だけでも土
曜日の方に参加していただけると, 時間的にも空間的にもゆったりした気分で数学
を考えてみることができるかもしれません.

なお, 土曜日のゼミナールは, あくまでも緊急措置として, 私が勝手に行なってい
ることで, 教務課の方にも土曜日にゼミナールを行なっていることは伝えてありま
せんので, 皆さんが手にする成績表には, 土曜日に参加された方であっても,「(正
規の)金曜日のゼミナールの成績」が付くことになります. また, 金曜日の 5限に
は他の全学ゼミナールに参加して,「じっくり学ぶ数学 I」の方には土曜日に参加し
たいという方は, 全く気にせずに, 金曜日の 5限はお好きなゼミナールに参加して
下さい. ただし, その場合, 科目の重複登録はできませんから,「じっくり学ぶ数学
I」の方は公式な登録手続きができなくなると思いますが, 希望される方には, 私の
方から「私的に (=大学の成績表とは関係ない形で )成績をお出しする」というこ
とはできると思いますので, もしそのようなご希望があれば, 希望・感想の紙など
で教えて下さい.
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